
編集・発行／厚木市広報課　〒243‒8511 神奈川県厚木市中町3-17-17 TEL.046‒223‒1511㈹ FAX.046‒223‒9951

❷ 新たな助成で保育士を確保
❸ 行政情報の発信を強化
❹―❺ 特集また来たくなる街へ
　　　　〜インバウンドへの取り組み〜
❻―❽ 街の話題／コラム／お知らせ

index

デジタル広報配信

広報あつぎ   

Public Relations Paper Atsugi City

No.1252

2017

4 . 1

　
「
第
２
位
、厚
木
高
校
『
Ｉイ

ン

ピ

ッ

シ

ュ

Ｍ
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
』」
―
。

　

３
月
５
日
、
フ
ロ
リ
ダ
州
・
オ
ー
ラ
ン
ド
で
開

催
さ
れ
た
「
Ｎ
Ｄ
Ａ
全
米
チ
ア
ダ
ン
ス
選
手
権
大

会
」
で
、
厚
木
高
校
ダ
ン
ス
ド
リ
ル
部
が
見
事
、

準
グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
き
ま
し
た
。

　

チ
ア
ダ
ン
ス
の
最
高
峰
と
い
わ
れ
る
舞
台
に
、

12
年
ぶ
り
に
帰
っ
て
き
た
Ｉ
Ｍ
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
。
出
場

し
た
の
は
、
ジ
ャ
ズ
や
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
な
ど
を
織

り
交
ぜ
て
踊
る
「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
チ
ー

ム
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
部
門
」
で
す
。
優
勝
し
た
同

じ
日
本
代
表
の
福
井
商
業
高
校
に
一
歩
及
び
ま
せ

ん
で
し
た
が
、「
最
高
の
演
技
が
で
き
た
の
で
悔

い
は
な
い
」と
、メ
ン
バ
ー
た
ち
は
胸
を
張
り
ま
す
。

　
「
い
た
ず
ら
っ
子
」
を
意
味
す
る
Ｉ
Ｍ
Ｐ
Ｉ
Ｓ

Ｈ
が
初
め
て
全
米
の
地
に
立
っ
た
の
は
13
年
前
の

こ
と
。
日
本
の
高
校
生
が
全
米
を
制
覇
し
た

ニ
ュ
ー
ス
は
、
全
国
に
「
ダ
ン
ド
リ
」
ブ
ー
ム
を

巻
き
起
こ
し
ま
し
た
。
他
の
チ
ー
ム
の
実
力
が
上

が
っ
て
き
た
こ
と
な
ど
も
あ
り
、
な
か
な
か
勝
て

な
い
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、「
来
年
こ
そ
は
必

ず
」
と
い
う
強
い
思
い
が
引
き
継
が
れ
、
夢
の
舞

台
へ
の
再
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
「
グ
ラ
ン
プ
リ
を
逃
し
た
の
は
残
念
だ
け
ど
、

こ
こ
ま
で
来
ら
れ
た
の
は
、
一
緒
に
頑
張
っ
て
き

た
16
人
の
仲
間
と
、
厳
し
く
も
温
か
く
導
い
て
く

れ
た
先
生
、支
え
て
く
れ
た
先
輩
た
ち
の
お
か
げ
」

と
部
長
の
有
馬
菜
摘
さ
ん
（
17
）
は
振
り
返
り
ま

す
。
自
分
た
ち
が
成
し
得
な
か
っ
た
夢
と
、「
来

年
こ
そ
は
必
ず
」
と
い
う
彼
女
た
ち
の
思
い
は
、

後
輩
た
ち
へ
受
け
継
が
れ
て
い
き
ま
す
。

アプリは「マチイロ」 ネットは「マイ広報紙」

15人の一糸乱れぬダンスが全米の観客を魅了

全米制覇を目標に掲げ世界の舞台で躍動したIMPISHのメンバー 全米２位のダンスを紹介

あつぎ 元気Wave
ケーブルTV4/1〜

厚木高校
ダンスドリル部

全米
準グランプリ

厚
木
の
い
た
ず
ら
っ
娘こ

全
米
に
舞
う



２

　市内在住の女性から頂いた寄付金は３億円に上り、平成
24年、26年、28年の３回にわたり１億円ずつが寄せられま
した。活用方法はご本人の意向に沿い、これまでに市立病
院の整備基金、経済的な理由で修学などが困難な生徒を対
象とした「久保奨学金」に１億円ずつを活用しています。
久保奨学金基金に寄付を
　「未来ある子どもたちが健やかに育ってほしい」。寄付者
の願いがこもった奨学金制度をこれからも続けていくため
に、基金に対する皆さんからの寄付をお待ちしています。

　

市
内
の
保
育
所
待
機
児
童
は
、
直
近
の
集

計
時
点
と
な
る
28
年
10
月
１
日
で
１
５
５
人

を
数
え
ま
す
。
市
で
は
解
消
に
向
け
、
保
育

士
の
給
与
な
ど
の
待
遇
改
善
に
加
え
、
保
育

施
設
の
運
営
や
建
設
、
認
定
こ
ど
も
園
の
施

設
整
備
に
補
助
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
さ
ら
に
、
保
育
士
へ
の
助
成
を

新
た
に
開
始
し
ま
す
。背
景
に
あ
る
課
題
は
、

児
童
の
受
け
入
れ
枠
拡
大
に
対
応
で
き
る
保

育
士
の
確
保
。
待
遇
が
良
い
都
内
の
保
育
施

設
が
就
職
・
転
職
先
に
選
ば
れ
る
傾
向
が
あ

る
中
、
市
内
の
施
設
を
職
場
と
し
て
選
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
働
き
や
す
い
環
境
の
整
備
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

県
内
初
・
全
国
ト
ッ
プ
の
助
成
額

　

市
で
は
、
県
内
初
と
な
る
二
つ
の
助
成
制

度
を
新
設
し
ま
し
た（
左
欄
参
照
）。一
つ
は
、

保
育
士
資
格
の
取
得
に
奨
学
金
を
借
り
た
方

の
返
済
を
支
援
す
る
「
保
育
士
奨
学
金
返
済

助
成
金
制
度
」
で
す
。
条
件
を
満
た
し
た
保

育
士
に
、
全
国
ト
ッ
プ
の
補
助
額
と
な
る
年

上
限
20
万
円
を
最
長
３
年
間
助
成
し
ま
す
。

も
う
一
つ
は
、市
内
私
立
保
育
施
設
に
就
職
・

勤
務
す
る
常
勤
保
育
士
が
市
内
に
転
入
す
る

費
用
を
支
援
す
る
「
保
育
士
転
入
奨
励
助
成

金
制
度
」。
最
大
10
万
円
を
支
給
し
、
定
住

促
進
に
も
つ
な
げ
ま
す
。

　

奨
学
金
の
助
成
制
度
の
利
用
を
検
討
す
る

舘た
て

田だ

潤じ
ゅ
ん

野や

さ
ん
（
26
・
下
荻
野
）
は
「
月

に
す
る
と
２
万
円
を
超
え
る
返
済
は
、
１
人

暮
ら
し
の
身
に
は
負
担
と
な
る
た
め
本
当
に

う
れ
し
い
。
助
成
額
も
大
き
い
の
で
、
厚
木

で
働
き
た
い
と
い
う
保
育
士
も
増
え
る
と
思

う
」
と
声
を
弾
ま
せ
ま
す
。

善
意
の
寄
付
で
基
金
を
創
設

　

助
成
金
は
、「
厚
木
の
子
ど
も
た
ち
の
未

来
の
た
め
に
使
っ
て
ほ
し
い
」
と
、
あ
る
市

内
在
住
の
女
性
か
ら
受
け
た
1
億
円
の
寄
付

金
を
基
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
大
き
な
善
意

を
受
け
、
市
で
は
寄
付
者
の
名
字
を
冠
し
た

「
久
保
子
ど
も
の
未
来
応
援
基
金
」
を
創
設

し
、
助
成
制
度
を
導
入
し
ま
し
た
。
今
後
、

寄
付
者
の
思
い
に
応
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

を
検
討
、
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

保
育
の
受
け
皿
を
さ
ら
に
拡
大

　

市
で
は
、
保
育
士
の
人
材
確
保
に
よ
る
受

け
入
れ
児
童
の
拡
大
に
加
え
、
民
間
保
育
施

設
に
対
す
る
支
援
も
一
層
充
実
さ
せ
ま
す
。

新
た
な
認
可
保
育
所
や
小
規
模
保
育
施
設
、

認
定
こ
ど
も
園
の
保
育
所
機
能
の
整
備
に
補

助
金
を
交
付
。
多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ
に
柔
軟

に
対
応
す
る
た
め
、
保
育
の
受
け
皿
の
さ
ら

な
る
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

問
こ
ど
も
育
成
課
☎
225‒

２
２
６
２

問教育総務課☎225-2600 寄付については あつぎ元気応援寄付金 検索

新
た
な
助
成
で
保
育
士
を
確
保

待
機
児
童
対
策
に
次
な
る
一
手

　

市
で
は
、
平
成
29
年
度
を
「
保
育
所
待
機
児
童
ゼ
ロ
に
向
け
た
総
仕
上
げ
の
年
」
に
位
置
付
け
、
新
た
な
取
り
組

み
を
始
め
ま
す
。
市
民
の
方
か
ら
受
け
た
1
億
円
の
寄
付
を
基
に
基
金
を
創
設
。
保
育
士
の
人
材
確
保
に
向
け
、
全

国
ト
ッ
プ
の
補
助
額
と
な
る
助
成
制
度
な
ど
を
導
入
し
、
待
機
児
童
の
解
消
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

待機児童の解消に向け、保育士を支援し人材を確保

民間保育会が開く保育士向け就職相談会の開催を支援

子どもたちの修学意欲を応援

　生涯学習と地域活動の拠点となる厚木南公民館が
４月１日にオープンします。スポーツや文化・芸術、
サークルの活動などにご利用いただけます。
《所在地》旭町２-４-18
１階　事務室、図書室、保育室、授乳室
２階　�調理実習室、会議室２室（１室は防音仕様）、集

会室、和室
３階　体育室
※住民票など証明書類の発行は４月３日から開始します。
※部屋の貸し出しは、市ホームページをご覧になる
か、お問い合わせください。
問厚木南公民館・地区市民センター☎228-0582

厚木南公民館がオープン

３億円の寄付をまちづくりに活用

学習や地域活動の拠点

Zoom Up

◆保育士奨学金返済助成金制度
《対象》①採用後３年未満の市内私立保育施設の常勤保育
士②奨学金を利用して資格を取得し返済中③市内在住
《助成》奨学金返済費用として年上限20万円、最長３年間
◆保育士転入奨励助成金制度
《対象》①市内私立保育施設に就職する、または
勤務している常勤保育士②市外から市内に転入
《助成》転入費用として最大10万円

県内初

県内初

全国トップ
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市
民
の
皆
さ
ん
と
必
要
な
情
報
を
共
有
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
市
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
内
容
は
、
市
が
進

め
る
ま
ち
づ
く
り
か
ら
、
市
民
生
活
に
深
く

関
わ
る
制
度
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
、
趣
味
や
地

域
活
動
ま
で
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
市
で
は

そ
う
し
た
情
報
を
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
お

届
け
す
る
た
め
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
ほ
か
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
デ
ジ
タ
ル
サ

イ
ネ
ー
ジ
な
ど
多
様
な
媒
体
を
活
用
し
て
い

ま
す
。

読
み
や
す
さ
を
追
求

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
て
い
る
「
広

報
あ
つ
ぎ
」
が
、
６
年
ぶ
り
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
ま
し
た
（
左
欄
参
照
）。
１
日
発
行
号

と
15
日
発
行
号
の
題
字
を
そ
れ
ぞ
れ
一
新
。

１
日
発
行
号
は
全
面
フ
ル
カ
ラ
ー
と
し
、
市

の
施
策
や
市
民
活
動
な
ど
を
視
覚
的
に
分
か

り
や
す
く
伝
え
る
「
読
み
物
版
」
と
し
て
作

成
し
ま
す
。
15
日
発
行
号
は
、
全
面
２
色
刷

り
に
し
、
催
し
や
講
座
、
募
集
記
事
な
ど
、

情
報
の
掲
載
数
を
優
先
し
た「
お
知
ら
せ
版
」

と
し
て
作
成
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
明
確
な
差

別
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
両
号
で
新
た
な
連
載
コ
ー
ナ
ー

を
開
始
。
今
ま
で
な
か
な
か
取
り
上
げ
ら
れ

な
か
っ
た
街
の
出
来
事
や
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
の
取
り
組

み
、
厚
木
の
魅
力
を
発
見
す
る
読
者
参
加
型

の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　

広
報
あ
つ
ぎ
は
、
自
治
会
に
よ
る
戸
別
配

布
を
は
じ
め
、
公
共
施
設
や
銀
行
、
コ
ン
ビ

ニ
な
ど
、
市
内
２
０
０
カ
所
以
上
に
配
架
し

て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て

い
る
ほ
か
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
無
料
ア
プ

リ
「
マ
チ
イ
ロ
」
や
、
自
治
体
広
報
紙
配
信

サ
イ
ト
「
マ
イ
広
報
紙
」
で
も
電
子
版
を
配

信
す
る
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
ご
覧
い
た

だ
け
る
環
境
を
整
え
て
い
ま
す
。

本
厚
木
駅
で
情
報
を
発
信

　

広
報
紙
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
と
同
時
に
、
４

月
１
日
か
ら
本
厚
木
駅
構
内
に
あ
る
市
の
連

絡
所
「
え
き
ち
ょ
こ
」
に
、
デ
ジ
タ
ル
サ
イ

ネ
ー
ジ
を
４
台
設
置
し
ま
し
た
。
電
子
デ
ー

タ
が
表
示
で
き
る
55
㌅
型
の
モ
ニ
タ
ー
で
、

視
聴
者
の
目
線
に
近
い
視
認
性
の
高
さ
が
特

長
。
静
止
画
や
動
画
、
文
字
情
報
が
配
信
で

き
ま
す
。
駅
を
利
用
す
る
１
日
15
万
人
も
の

通
勤
・
通
学
者
を
は
じ
め
、
増
加
が
予
想
さ

れ
る
海
外
か
ら
の
来
訪
者
な
ど
を
対
象
に
、

観
光
情
報
や
お
知
ら
せ
な
ど
を
配
信
し
、
市

の
魅
力
を
伝
え
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、モ
ニ
タ
ー
２
台
は
移
動
式
の
た
め
、

災
害
時
に
は
駅
前
広
場
な
ど
に
設
置
し
、
被

害
状
況
や
避
難
所
情
報
を
伝
え
る
掲
示
板
と

し
て
も
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

多
様
な
メ
デ
ィ
ア
を
活
用

　

市
で
は
他
に
も
、
本
厚
木
駅
北
口
に
あ
る

大
型
映
像
装
置
「
あ
つ
ぎ
ビ
ジ
ョ
ン
」（
下

欄
参
照
）
で
の
放
送
や
横
断
幕
の
掲
出
に
よ

り
情
報
を
提
供
。
ま
た
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

や
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト

ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
や
動
画
投
稿
サ
イ
ト

も
活
用
し
、行
政
情
報
を
配
信
し
て
い
ま
す
。

　

現
代
の
技
術
と
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
多
様

な
媒
体
を
駆
使
す
る
こ
と
で
、
今
後
も
世
代

を
問
わ
ず
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
市
の
情
報

を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

問
広
報
課
☎
225‒

２
０
４
０

❶題字を英字表記にし、全面フルカラーに
❷�街の出来事やニュージーランドのホストタウン
としての取り組みを紹介するコーナーを新設
❸�人気コーナー「自然歳時記」を15日号から移設

❶�お知らせ版として、より多くの情報を掲載
❷�厚木の魅力を見つけ発信する読者参加型コーナー��
「あつぎのいいとコロ」がスタート
❸��活躍する市民を紹介する「熱

あつ

気
ぎ

人
びと

」を拡大
❹�広告枠を増やして自主財源を確保

行政情報の発信を強化
幅広い世代に分かりやすく

　行政情報をより分かりやすくお伝えするため、「広報あつぎ」を一新しま
した。さらに、本厚木駅構内にデジタルサイネージ（電子看板）を新設し、
観光情報などを配信。より一層効果的な情報の発信に取り組んでいきます。

Zoom Up

リニューアル のポイント

15日号（1・8面）

※15日号は、イメージです

民 間 広 告 民 間 広 告

問広報課☎225-2040

※映像広告は、15秒ＣＭを1時間に4回放映する場合。
■放映時間　７時～22時（７時～８時、19時～22時は音声なし）

区分 １週 4週 26週 51週（年間）
映像広告 2万1000円 7万9800円 49万1400円 85万6800円
静止画広告 7000円 2万6600円 16万3800円 28万5600円
文 字 広 告 6300円 2万3940円 14万7420円 25万7040円

　本厚木駅北口前に設置された約300㌅
のあつぎビジョンでは、企業からの広告
を募集しています。

自社のＰＲを大画面で

「あつぎビジョン」広告募集

入選
作品決定

　応募していただいた174点の写真から入賞作品が決定しました。地
下道にあるロードギャラリーと市ホームページでご覧いただけます。

【その他の受賞者】
入選＝小島典明さん（飯山）、山崎俊博さん（棚
沢）、佐藤勝

かつ

利
とし

さん（旭町）、山田フジ子さん
（三田南）、吉久保和子さん（恩名）
審査員奨励賞＝水

すい

津
ず

颯
はやて

さん（旭町）、矢部なつ
みさん（妻田東）
市民賞＝出

いで

利
り

葉
は

照雄さん（鳶尾）

【審査員の講評】
厚木の魅力を伝える写真がそろった。今後は新
たな魅力の発見につながる作品を期待したい。

市
長
賞

神
奈
川
新
聞
社
賞

厚木まち・ひと・しごと
地方創生賞

「真っ赤なイチゴみーつけた！」
吉川翔太さん（温水）

「しあわせ」
平野君子さん（相模原市）

「
真
夏
の
夜
の
風
物
詩
」

�

町
野
正
樹
さ
ん
（
相
模
原
市
）

問広報課☎225-2040

１日号（1・6面）



　
「
お
辞
儀
を
す
る
時
は
、
扇
子
を
帯
か
ら
引

き
出
し
て
右
手
で
持
っ
て
、自
分
の
前
に
置
き

ま
す
」

　

慣
れ
な
い
着
物
を
身
に
着
け
、
少
し
緊
張

し
た
面
持
ち
で
所
作
を
真
似
る
の
は
、ド
イ
ツ

や
イ
ギ
リ
ス
国
籍
な
ど
の
４
人
の
外
国
人
。飯

山
に
あ
る
温
泉
旅
館
で
２
月
、
市
外
か
ら
外

国
籍
の
方
を
招
い
た
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
の
観
光
資
源
が
外
国

人
観
光
客
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
か
、ど
の
よ
う

な
Ｐ
Ｒ
が
効
果
的
か
を
検
討
し
よ
う
と
、県
と

市
観
光
協
会
、
市
が
連
携
し
て
開
催
し
た
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
事
業
の
一
環
で
す
。

伝
統
芸
能
や
猪
料
理
が
好
評

　

モ
ニ
タ
ー
と
な
っ
た
４
人
は
、
館
内
に
展
示

さ
れ
て
い
る
郷
土
玩
具
や
日
本
舞
踊
、
市
の
登

録
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
相
模
里

神
楽
垣
澤
社
中
に
よ
る
獅
子
舞
の
演
舞
を
見

学
し
、
立
ち
回
り
や
猪
い
の
し
し

料
理
を
体
験
し
ま
し

た
。
最
後
に
実
施
さ
れ
た
関
係
者
た
ち
と
の
意

見
交
換
会
で
は
、「
日
本
の
伝
統
文
化
に
じ
か

に
触
れ
ら
れ
る
体
験
は
魅
力
的
」「
踊
り
や
立

ち
振
る
舞
い
な
ど
は
、
動
作
に
ど
の
よ
う
な
意

味
が
あ
る
の
か
説
明
が
欲
し
い
」「
女お
か
み将
さ
ん
か

ら
聞
け
る
地
域
の
歴
史
や
伝
統
の
話
は
多
く

の
人
が
関
心
を
持
つ
と
思
う
の
で
、
英
語
を
学

ん
で
い
る
地
元
の
学
生
に
英
訳
し
て
も
ら
っ

て
、動
画
に
し
て
お
い
て
は
ど
う
か
」「
猪
料
理

は
珍
し
く
、
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
。
自
分
で

焼
け
る
の
も
う
れ
し
い
」
な
ど
、
活
発
に
意
見

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

別
の
日
に
は
、
見
頃
を
迎
え
た
梅
や
酒
造

の
見
学
、
温
泉
入
浴
を
体
験
す
る
ツ
ア
ー
も

開
催
。そ
れ
ぞ
れ
の
モ
ニ
タ
ー
か
ら
提
出
さ
れ

た
意
見
を
基
に
、
今
後
、
旅
行
会
社
な
ど
に

市
内
の
観
光
資
源
を
巡
る
ツ
ア
ー
の
企
画
を

提
案
し
て
い
き
ま
す
。

周
辺
自
治
体
な
ど
と
連
携

　

平
成
25
年
に
は
約
１
０
０
０
万
人
だ
っ
た

訪
日
外
国
人
旅
行
者
は
、
わ
ず
か
３
年
で
倍

の
２
０
０
０
万
人
以
上
に
急
増
。２
年
後
に
は

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、３
年
後
に
は
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催

が
控
え
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
今
後
も
着

実
に
増
え
続
け
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

一
方
で
、
本
市
を
訪
れ
る
外
国
人
観
光
客

は
ま
だ
少
な
く
、
温
泉
旅
館
に
も
受
け
入
れ

の
余
地
が
あ
り
ま
す
。加
速
す
る
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
の
高
ま
り
を
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
や
経
済
活

性
化
に
つ
な
げ
よ
う
と
、
市
で
は
県
や
周
辺

自
治
体
、
市
内
宿
泊
施
設
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

機
関
と
連
携
し
、
外
国
人
観
光
客
誘
致
に
向

け
た
取
り
組
み
を
始
め
て
い
ま
す
。

　

伊
勢
原
市
・
秦
野
市
と
は
、
５
言
語
に
対
応

し
大
山
の
登
山
ル
ー
ト
や
周
辺
の
観
光
ス

ポ
ッ
ト
を
案
内
す
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

配
信
。外
国
人
観
光
客
を
迎
え
る
心
構
え
と
知

　近年の訪日外国人の飛躍的な増加を受け、そうした人々や旅行を
指す「インバウンド」に関連した事業が全国的に注目を集めていま
す。市内でも「訪れてみたい」「また訪れたい」まちを目指した新
たな取り組みが動き出しています。� 問 観光振興課☎２２５-２８２０

❶相模里神楽垣澤社中からおじぎの仕方を学んだ外国人モニターたち❷厚木でしか販売していない地
酒を喜び、購入する人も❸宿泊施設関係者やガイドボランティアなどが外国人への対応を学んだセミ
ナー❹社中の指導で立ち回りを体験。時代劇のような一幕を楽しんだ

❹

識
を
学
ぶ
事
業
者
向
け
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や
、

公
衆
Wワ

i イ
Fフ
ァ
イi（
無
線
Ｌラ

ン
Ａ
Ｎ
）
環
境
の
整
備

な
ど
も
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
県
内
５
市

町
村
で
丹
沢
・
大
山
・
宮
ヶ
瀬
湖
周
辺
を
巡
る

観
光
情
報
誌
の
英
語
版
を
発
行
し
、空
港
や
都

内
の
観
光
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
な
ど
に
配
架
し
て

情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

市
民
に
広
が
る
取
り
組
み

　

温
泉
旅
館
や
ホ
テ
ル
で
も
、
昨
年
度
7
軒

が
館
内
客
室
の
洋
室
化
や
W
i
F
i
環
境
整

備
に
着
手
す
る
な
ど
、
外
国
人
旅
行
者
の
受

け
入
れ
に
対
応
す
る
動
き
が
見
ら
れ
て
い
ま

す
。
七
沢
で
温
泉
旅
館
を
営
む
古こ

根ね

村む
ら

龍り
ゅ
う

二じ

さ
ん
（
40
）
は
、
７
月
に
観
光
庁
の
補
助
金

を
活
用
し
館
内
の
ト
イ
レ
を
洋
式
化
。「
外
国

人
観
光
客
の
誘
致
は
、
宿
の
稼
働
率
を
上
げ

る
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
。文
化
や
言
葉
の
違
い
な

ど
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
壁
は
あ
る
け
れ

　厚木市は東京から富士山、京都を
結ぶ、いわゆるゴールデンルート上
にあり、立地に恵まれています。ま

た、ニュージーランドのホストタウンになったことで、外国
人観光客を誘致する時期として大きなチャンスを迎えてい
ます。まちの魅力が広まっていくことは、その魅力を守って
いくことにつながるので、この機会に積極的に受け入れるべ
きだと思います。厚木には温泉や伝統芸能、味覚狩りなど、
外国人に喜ばれる魅力がたくさんあるので、見せ方を工夫
し、組み合わせて提案していくことが重要です。
　厚木へ来る外国人観光客は、ほとんどが日本旅行のリピー
ターです。都心や大きな観光地では経験できない、日本のあ
りのままの暮らしや地元の人との触れ合いを望んでいると考
えられます。厚木市は、定住意向が約8割と高く、市民の皆
さんが自分のまちを良いまちだと思っていることが分かりま
す。地元愛にあふれる市民の皆さんとのコミュニケーション
は、外国人観光客にとって何より大きな満足になります。言
葉が伝わらないことを恐れず積極的に交流をしていただけ
たら、そうした取り組みが外国人から外国人に伝わり、また
新しい厚木の魅力になっていくのだと思います。

市民との触れ合いが
何よりの満足に
松蔭大学　観光メディア文化学部
准教授　鷲尾　裕子さん（58）

5市町村で作成し駅などに
配架している英語版の無料
観光情報ガイド

英語表記を設けた市街地
の案内板

外国人への対応方法を話し合う観光ボランティアガイド
協会のメンバー

モニター体験を紹介

あつぎ 元気Wave
ケーブルTV4/1〜

外国籍市民に聞く あなたの国ってどんな国？

各国の「こんにちは。お会いできてうれしいです」

　現在、外国人観光客の８割の方とは、中国語、韓国・朝鮮語、英語のいずれ
かで会話ができます。そこで、市内在住の中国・カナダ・韓国出身の方に、自
国の特徴や文化の違い、簡単なあいさつを教えてもらいました。

鄭
チョン
 珉
ミン
朱
ジュ
さん（寿町） T

ティ ム
im S

セイント
t-J

ジ ー ン
eanさん（妻田）

　韓国では、日本旅行が女性に
人気で、露天風呂に行きたいとい
う人が多いです。日本への留学も
増えています。食事は「医食同
源」という考え方が基本で、香味
料や野菜をたくさん使い、バラン
スの取れたものを食べて病気を
予防します。

　カナダの人々はとても社交的
です。レジの店員などたまたま
出会った人とも友達のようなあ
いさつを交わします。そのため、
日本人の丁寧な対応や礼儀正
しさは、時によそよそしく感じら
れるかもしれません。気軽に話し
かけてもらえるとうれしいです。

趙
チョウ
　凌
リュウ
雲
ウン
さん（水引）

　中国では、食事は温かいもの
が好まれます。料理に油を多く
使うので、冷めてしまうとおいし
くないイメージなんです。また日
本と違い、少し残すのがマナー
です。中国語は、日本語とは漢
字の発音や意味が違い、文法は
英語に近いです。

韓国 カナダ 中国

観光資源への意見を集め
るため、温泉旅館などを巡
るモニターツアーを開催

■市観光振興計画の改定
外国人観光客の受け入れや広域連携、情報
発信の強化などを重点に、計画を改定
■新たな観光ルートの創出
観光客誘致を地域振興につなげるため、地
域ぐるみでツアーを企画・提案
■他市町村との広域的な連携
伊勢原市・秦野市と「平成大山講プロジェ
クト」に取り組むほか、5市町村で県央やま
なみ地域を巡るスタンプラリーなどを開催

時代やニーズに対応
選ばれる観光地への取り組み

立ち回りの体験

おもてなしセミナー

酒造での試飲

おじぎの練習

ど
、お
客
様
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通

じ
て
宿
と
し
て
成
長
し
て
い
き
た
い
」と
意
気

込
み
ま
す
。

　

ま
た
、厚
木
の
名
所
や
史
跡
を
案
内
す
る
あ

つ
ぎ
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
協
会
で
も
、

限
ら
れ
た
人
員
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
枠

組
み
の
中
で
ど
の
よ
う
に
外
国
人
旅
行
者
に

対
応
し
て
い
く
か
、
検
討
を
始
め
て
い
ま
す
。

歓
迎
す
る
気
持
ち
が
一
番

　
「
地
元
の
人
と
話
を
す
る
の
が
旅
の
醍だ
い

醐ご

味み

。ボ
デ
ィ
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
で
良
い
か
ら
会
話
を

し
た
い
」「
日
本
人
は
と
て
も
親
切
で
、
言
葉

が
分
か
ら
な
く
て
も
お
も
て
な
し
の
心
を
感

じ
る
」―
。
多
く
の
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
参
加
者

の
声
が
示
し
た
の
は
、
言
葉
の
壁
を
越
え
て

現
地
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
み

た
い
と
い
う
思
い
で
し
た
。

　

市
で
は
、
訪
れ
た
人
が
市
民
の
皆
さ
ん
と

の
交
流
を
通
じ
て
厚
木
の
魅
力
を
満
喫
し
、

期
待
以
上
の
満
足
を
持
ち
帰
れ
る
よ
う
に
、

た
く
さ
ん
の
人
と
手
を
携
え
、
お
も
て
な
し

の
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

アンニョン　ハ　セ　ヨ

マン ナ　ソ　　バン ガ オ ヨ

ダージャー　ハオ

ジェンシュ ダージャー ヘンガオシン

❷

❸ ❶

へまた来たくなる街
〜インバウンドへの取り組み〜

ハ ロ ー

シー　　　ユー

アイム グラッド　　トゥ

45 平成29（2017）年４月１日



6

　

３
月
９
日
、
山
あ
い
で
の
迅
速
な
救
助
活
動
に

つ
な
げ
る
た
め
、
市
消
防
本
部
と
横
浜
市
消
防
局

が
七
沢
で
山
岳
救
助
連
携
訓
練
を
実
施
し
ま
し

た
。
山
奥
で
発
見
さ
れ
た
要
救
助
者
３
人
を
消
防

ヘ
リ
で
救
助
し
、
約
６
・
５
㌔
離
れ
た
「
ぼ
う
さ

い
の
丘
公
園
」
ま
で
搬
送
す
る
と
い
う
内
容
で
す
。

　

訓
練
は
、
県
内
の
消
防
部
隊
の
連
携
・
応
援
体
制
の
強
化

を
目
的
に
消
防
ヘ
リ
を
持
つ
自
治
体
と
毎
年
実
施
。
横
浜
市

消
防
局
と
の
山
岳
救
助
訓
練
は
初
の
試
み
で
、
ヘ
リ
が
空
中

停
止
し
た
状
態
で
負
傷
者
を
運
び
込
む
、
よ
り
実
践
的
な
訓

練
と
な
り
ま
し
た
。

　

訓
練
に
参
加
し
た
市
消
防
本
部
の
鈴
木
大だ

い

樹き

さ
ん（
32
）は

「
訓
練
で
学

ん
だ
こ
と
を

他
の
隊
員
と

共
有
し
、
今

後
の
救
助
活

動
に
生
か
し

て
い
き
た
い
」

と
力
強
く
語

り
ま
し
た
。

　

サ
ッ
カ
ー
Ｊ
リ
ー
グ
の

Ｊ
１
昇
格
を
目
指
す
湘
南

ベ
ル
マ
ー
レ
が
３
月
４

日
、
Ｓ
ｈ
ｏ
ｎ
ａ
ｎ 

Ｂ

Ｍ
Ｗ
ス
タ
ジ
ア
ム
平
塚
で

開
催
さ
れ
た
ホ
ー
ム
開
幕

戦
を
勝
利
で
飾
り
ま
し

た
。
こ
の
日
は
チ
ー
ム
の

ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
で
あ
る
厚

木
市
を
含
め
た
10
市
町
の

首
長
が
集
い
、
詰
め
掛
け

た
約
９
千
人
の
サ
ポ
ー

タ
ー
と
共
に
熱
い
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

試
合
前
の
キ
ッ
ク
オ
フ
セ
レ
モ
ニ
ー
に
参
加
し
た
小
林
市

長
は
「
ホ
ー
ム
で
連
勝
し
て
Ｊ
１
昇
格
へ
一
気
に
駆
け
上
が

り
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

開
幕
戦
は
、
全
て
の
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
の
在
住
・

在
勤
・
在
学
者
が
特
別
料
金
で
観
戦
で
き
る「
オ
ー

ル
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
デ
ー
」と
し
て
開
催
。
厚
木
市

の
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
デ
ー
は
、
６
月
17
日
の
京
都
サ

ン
ガ
Ｆ
Ｃ
戦
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
の
分
野
で
優

秀
な
成
績
を
収
め
た
個
人
や
団
体

を
た
た
え
よ
う
と
市
教
育
委
員
会

は
、
教
育
委
員
会
表
彰
式
を
開
催

し
ま
し
た
。
表
彰
は
年
３
回
実
施

し
、
今
回
は
51
人
と
7
団
体
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　

野
球
の
全
米
選
手
権
大
会
「
２
０
１
６
Ｍ
Ｃ
Ｙ
Ｓ
Ａ
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
大
会
」
で
優
勝
に

貢
献
し
た
南
毛
利
中
３
年
の
野
口
裕ゆ
う

斗と

さ
ん
は
「
世
界
の
レ

ベ
ル
を
肌
で
感
じ
る
こ

と
が
で
き
た
。
高
校
で

は
甲
子
園
出
場
を
目
指

し
た
い
」
と
抱
負
を
語

り
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
寄
付

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通

じ
て
教
育
環
境
の
整
備

や
安
全
な
地
域
づ
く
り

に
貢
献
し
た
８
人
と
５

団
体
に
感
謝
状
も
贈
り

ま
し
た
。

　

日
頃
の
花
き
振
興
へ

の
お
礼
と
、
地
場
産
の

花
き
を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う

と
、
市
園
芸
協
会
花
き

温
室
部
会
の
皆
さ
ん
が

市
長
に
花
束
や
花
鉢
を

贈
呈
し
ま
し
た
。
手
塩

に
か
け
て
育
て
た
ガ
ー

デ
ン
シ
ク
ラ
メ
ン
や
バ

ラ
な
ど
、
見
頃
の
花
で

作
ら
れ
た
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
で
す
。

　

部
会
長
の
内
田
博
夫
さ
ん（
68
・
写
真
左
か
ら
２
人
目
）は

「
花
は
心
の
栄
養
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
多
く
の
人

を
元
気
に
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
」
と
意
気
込
み
を
伝

え
、
小
林
市
長
は
「
苦
労
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
か

ら
も
癒
や
し
を
届
け
て
く
だ
さ
い
」
と
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

　

市
内
で
は
、
17
軒
の
農
家
が
バ

ラ
な
ど
の
切
り
花
や
、
花
壇
・
野

菜
苗
な
ど
を
生
産
し
、「
夢ゆ

め

未み

市い
ち

」
や
「
Ｊ
Ａ
あ
つ
ぎ
グ
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
」で
販
売
し
て
い
ま
す
。

街のNEWSNEWS

！

ピト ！
あつ

　
「
東
京
五
輪
で
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

（
Ｎ
Ｚ
）
女
子
ラ
グ
ビ
ー
の
事
前
キ
ャ
ン

プ
を
誘
致
し
た
い｣

︱
︱
。

　

国
か
ら
Ｎ
Ｚ
を
相
手
国
と
し
た
ホ
ス
ト

タ
ウ
ン
の
登
録
を
受
け
て
１
年
２
カ
月
、

つ
い
に
Ｎ
Ｚ
女
子
７
人
制
ラ
グ
ビ
ー
の
選

手
た
ち
が
厚
木
に
や
っ
て
来
ま
し
た
。

　

合
宿
に
訪
れ
た
の
は
、
五
輪
出
場
を
目

指
す
育
成
チ
ー
ム
。そ
し
て
今
月
は
、リ
オ

五
輪
で
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
代
表
チ
ー

ム
が
い
よ
い
よ
や
っ
て
来
ま
す
。
今
回
の

合
宿
受
け
入
れ
の
成
否

は
、
３
年
後
の
事
前

キ
ャ
ン
プ
誘
致
に
直
結

す
る
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

Ｎ
Ｚ
と
の
交
流
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
縁
に
恵
ま

れ
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。そ
の
縁
の
一
つ
が
、

市
内
在
住
で
元
ラ
グ

ビ
ー
Ｎ
Ｚ
代
表
の
ス

コ
ッ
ト
・
ピ
ア
ー
ス
さ

ん
と
の
出
会
い
で
す
。
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
交

流
大
使
に
就
任
し
て
い
た
だ
い
た
ピ
ア
ー

ス
さ
ん
に
は
、
Ｎ
Ｚ
の
大
使
館
や
ラ
グ

ビ
ー
協
会
と
の
良
好
な
関
係
づ
く
り
に
力

を
発
揮
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
歴
史
や
文

化
、
食
、
教
育
な
ど
で
着
実
に
進
ん
で
い

る
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
交
流
。
五
輪
後
の
レ
ガ

シ
ー
を
築
く
た
め
に
も
、「
お
も
て
な
し

の
精
神
」
で
選
手
た
ち
を
お
迎
え
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

歓迎レセプションでＮＺの選手たちと

登山者の命を守れ 地域一体で目指せJ１昇格

積み重ねた努力をたたえて 美しく飾った花で癒やしを

横浜市と山岳救助連携訓練を実施 湘南ベルマーレがホーム開幕戦に勝利

世界や全国を舞台に活躍した人を表彰 花き農家がフラワーアレンジメントを贈呈

ア ツ ギ ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド

Ｎ
ニュージーランド

Ｚで厚木をＰＲ
　２月にＮＺ最大の都市
オークランドで開催された

「J
ジ ャ パ ン

apan D
デ イ

ay2017」 に 厚 木
市のブースを出展しまし
た。催しは、ＮＺで日本文
化を広めようと、現地在住
のオークランド日本人会が
中心となって開催し、今年
で16回目。市も厚木をＰＲ

しようと、職員とあゆコロちゃんを派遣しました。
　会場は、約５万４千人が訪れ大盛況。東京五輪に向けた交流
事業を紹介し、市内の観光資源や大学などをＰＲしました。ブー
スでは、ＮＺで市の情報の発信役となる「ホストタウン交流事
業サポーター」を受け付け、約250人の来場者に新たに登録し
ていただきました。現地に住むサポーターに厚木の魅力をＰＲ
してもらうことで、厚木を身近に感じてもらい、より多くの人
に訪れてもらえるよう、連携を深めていきます。

曽田髙治教育長から賞状を受け取る野口さん

負傷者を地上から機内へ救助

見頃の花束などを手に

思いを一つに集ったホームタウンの首長ら

2020年東京オリンピック・パラリンピック（東京五輪）に向けて、ホスト
タウンとなったニュージーランドとの交流事業を紹介します。

あゆコロちゃんも現地で熱くPR

問企画政策課☎225-2450
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みみ んん ななの で
つくる
声声

ままちち

「夕焼け市」がスタート
　毎週水曜（4月12日～10月25日）、
17時～18時（9月以降は16時～17
時）。荻野運動公園。市内産の農
産物や加工食品などの販売。12日
はオープニングフェアを開催。当
日買い物をした方にオリジナルあ
ゆコロちゃんエコバッグ（数量限
定）をプレゼント。問農業政策課
☎225-2801。

アミューあつぎ
ハンドメイドマルシェ

　4月22日、10時～15時。アミュー
あつぎ。約20店舗によるアクセサ
リーや洋服、雑貨などの手作り品
の販売、ワークショップなど。問
商業にぎわい課☎225-2834。

天覧所・高松山ハイキングと
5万本ツツジ観賞

　5月1日、9時50分 ～14時。 バ ス
停「小野宮前」集合。観光ガイドと
高松山ハイキングコースを歩く。
定員50人。500円（資料代・保険料）。
申4月22日までに東丹沢七沢観光
案内所☎248-1102へ。先着順。
162887

親子チャレンジデイキャンプ
～たき火クッキング～

　5月14日、10時 ～14時30分。 七
沢自然ふれあいセンター。まき集
め、たき火クッキングなど。市内
在住の親子・家族70人。1人1000
円（食材・保険料）、3歳未満は44
円（保険料）。申直接、電話また
はファクスに催し名、〒住所、参
加者全員の氏名（ふりがな）、年齢、
性別、電話番号を書き、4月23日
までに七沢自然ふれあいセンター
☎248-3500・薨248-4708へ。抽選。
申162756

春季親睦兼市長杯
グラウンド・ゴルフ大会

　4月23日（雨天の場合は24日）、
9時～16時。及川球技場。32ホー
ルの男女別の個人戦。市内在住在
勤在学のグラウンド・ゴルフ経験

者300人。600円。申ハガキに〒住
所、氏名、年齢、電話番号を書き、
4月7日（必着）までに〒243-0812
妻田北2-17-21・長尾へ。問市グ
ラウンド・ゴルフ協会・立石☎
090-2318-2218。

介護予防教室
■からだいきいき運動教室
　《Ａコース》5月8日～7月31日の月
曜（全12回、7月17日は除く）、10時～
12時。東町スポーツセンター。 申  
162749《Ｂコース》5月10日～7月26日
の水曜（全12回）、10時～12時。南毛
利スポーツセンター。 申162751 
《Ｃコース》5月9日～7月25日の火曜
（全12回、7月19日は水曜）、10時～
12時。荻 野 運 動 公 園。 申162752 
《Ｄコース》5月8日～7月31日の月曜
（全12回、7月17日は除く）、14時～16
時。東町スポーツセンター。 申162750
いずれも市内在住で65歳以上の方
30人。
■物忘れ予防・脳いきいき教室
　《室内編》5月10日～7月26日の
水曜（全12回）、14時～16時。ス
トレッチを取り入れた認知症予
防。 申162754《お出かけプログ
ラム》5月23日～7月11日の火曜（全
8回）、10時～12時。ウオーキング
を取り入れた認知症予防。 申
162755 いずれも会場はあつぎ市
民交流プラザ。対象は市内在住で
65歳以上の方25人。
■脳とからだのいきいき運動教室
　5月11日～7月27日の木曜（全12
回）、13時30分～15時30分。厚木
YMCA。認知症予防プログラム
を取り入れた運動。市内在住で65
歳以上の方25人。 申162753
　いずれも無料。申直接、電話また
はハガキ、ファクスに教室・コース
名、〒住所、氏名、生年月日、電話番
号を書き、4月17日（必着）までに
〒243-8511介護福祉課☎225-2388・
薨221-1640へ。抽選。要介護認定を
受けている方はご相談ください。

応急手当普通救命講習会
　4月15日、9時～12時。消防本部。
心肺蘇生法、大出血時の止血法、

自動体外式除細動器（AED）の
取り扱いなど。市内在住在勤在学
で中学生以上の方30人。無料。申
4月10日までに救急救命課☎223-
9365へ。抽選。 申162730

七沢キャンプカウンセラー
トレーニング年間受講生募集

　4月30日～（年14回、宿泊含む）。
七沢自然ふれあいセンター。野外
炊事や登山、ロープワークなどの
技術習得研修やキャンプなどのセ
ンターの自主事業への参加。市内
在住在学の中学・高校・大学生の
方。費用は研修内容により実費負
担。申直接、七沢自然ふれあいセ
ンター☎248-3500へ。

文化芸術振興委員会の
委員を募集

　文化芸術振興条例の運用状況の
点検と文化芸術振興の推進に意見
を頂く委員を募集します。
　《対象》①市内在住在勤在学で
応募日現在18歳以上②平日の会議

（年4回程度）に出席できる③他の
付属機関などの委員でない④市の
職員・議員でない―の全てを満た 
す方3人以内《任期》6月から2年 
間《報酬》日額7800円（交通費含
む）。申文化生涯学習課にある申
込書（ からダウンロード可）に
必要事項と応募動機（400字程度）
を書き、直接または郵送、ファク
ス、Eメ ー ル で4月28日（必着）ま
でに〒243-8511文化生涯学習課☎
225-2508・薨225-3130・ 0350@
city.atsugi.kanagawa.jpへ。書類選
考あり。

七沢自然ふれあいセンター
夏休みの利用者を募集

　夏休み期間中、施設で活動する
団体を募集します。
　《対象》成人の責任者が引率する
厚木市・愛川町・清川村の団体（20
人以上で構成）《利用期間》7月21
日～8月31日、日帰り～4泊5日（利
用可能日は を参照）。申4月12日
までに七沢自然ふれあいセンター
☎248-3500へ。抽選。

ひとり親家庭などへの助成
■ひとり親家庭などへの児童就学祝金
　《対象》子どもが小・中学校ま
たは高校（高等専門学校などを含
む）に入学するひとり親家庭など
で、4月1日現在市内在住の児童・
生徒と同居し養育している方《支
給額》①小学校=1万円②中学校
=1万3000円③高校など=1万5000
円（③は合格通知書などの写しが
必要）。申請期限は4月28日。

■母子等福祉手当金
　《対象》市内在住のひとり親家
庭などで、義務教育終了前の児童
と同居し養育している方《支給月
額》①小学校入学前の児童=1500
円 ② 小 学 生=2000円 ③ 中 学 生
=3000円《支給月》5・11月。
■ひとり親家庭への家賃助成
　《対象》①市内在住のひとり親
家庭で、平成11年4月2日以降に生
まれた子どもと同居し養育してい
る②毎月1～6万円の家賃を払って
いる③生活保護法の住宅扶助を受
けていない―の全てを満たす方
《助成月額》1300円～1万円（8段階）
《支給月》8・12月、平成30年4月に
前月分までを支給。所得制限あり。
　母子等福祉手当と家賃助成は、
前年度に申請している方も再度申
請が必要。申請月からが支給対象。
いずれも申し込みは、申請書と必
要書類を直接または郵送で〒243-
8511子育て給付課☎225-2241へ。

中学校卒業後も継続入院し
ている場合の医療費助成

　助成対象の子どもが、中学校卒
業から4月以降も継続して入院し
ている場合、入院に係る健康保険
適用医療費の自己負担額を助成し
ます。申診療日から1年以内に子
育て給付課☎225-2233へ。

本入れバッグの配布
　小学校に入学した児童に、市立
小学校を通じて本入れバッグを配
布しています。私立小学校の場合
は、中央図書館で配布しますので
お申し出ください。問中央図書館
☎223-0033。

4月6日～15日は
春の全国交通安全運動

　「新入学児童・園児を交通事故
から守ろう」をスローガンに運動
を実施します。交通安全について
考え、ルールを守り交通事故防止
に努めましょう。問交通安全課☎
225-2760。

《意見交換会》
■（仮称）金田老人憩の家・児童
館複合施設の設置
　4月11日、19時～20時。環境セ
ンター。申当日直接会場へ。問介
護福祉課☎225-2224。
■（仮称）学校給食センター整備
計画
　4月15日、10時～11時。市役所
本庁舎。申当日直接会場へ。問学
校給食課☎225-2668。

申申＝申し込み　問＝問い合わせ　
☎＝電話番号　 ＝ファクス番号　
＝Eメール　 ＝市ホームページ

マイタウンクラブ
　印の番号で、ウェブ上から詳し
い情報を確認できます。「　申申」
と記されたものは、申し込みも
できます。

4月
日 月 火 水 木 金 土

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30

5月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

インターネット
モニターからの
意見を紹介

厚木市 インターネットモニター 検 索

3月1日号「広報あつぎ」を読んで
◆国際化が進む中、子どもたちがニュージーランドの
方々と触れ合うのは良い取り組みだと思った／50代女
性◆市民から多くの声を聴き、意見交換できる体制が
整っていることに安心した／60代男性◆最近、自治会
に加入している人が減っているように感じるので不
安。加入促進に努めてほしい／30代女性◆空き家は行
政の取り組みだけでは解決しない問題で、対策には地
域の協力が不可欠だと分かった／40代男性

　特集の取材で訪ねた旅館で、フラ
ンス人観光客を迎えた時の話を伺い

ました。事前にあいさつを練習し、到着後も付きっきりだっ
たと聞き、「大変でしたね」と言った私に、宿主は「この
まちに来て良かったと思ってほしかったから」と笑顔。後
日、フランスから感謝の手紙とワインが送られてきたそう
です。その方の思い出に厚木がどんなふうに刻まれたのか
思いをはせると、とても温かい気持ちになりました╱山崎
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昨年グランプリの
黒てるてラーメンが

特別出展

静岡県から浜松餃子
がゲスト出店

食と遊びが大集結

　タチツボスミレやアカネスミ
レ、カントウタンポポなど春の花
が一斉に咲き、どこを見ても花盛
りだ。遠くからヤマガラの甲高い
鳴き声が近付いてきて、春らんま
んのさまに心が躍る。柔らかな風
が吹き、新緑の葉の揺れる方向を
見ると、丘の斜面に草丈20㌢ほど

の白っぽい花が見えた。近付くと、
あちこちにジュウニヒトエの花が
咲いていた。
　清楚なこの花は日本固有種で、
里山ではよく見掛けられるが最近
は少ない。花が咲くまで目立たな
い希少な植物は、草刈り時に誤っ
て刈らないよう注意が必要である。

　「十二単」と書き、昔の女官の衣装に見
立てたもの。雑木林や、やや明るい林縁に
生える多年草。葉は対生し、1㌢ほどで白
紫色の唇形花を多数咲かせる／あつぎつつ
じの丘公園で見つけた。� 写真・文/吉田文雄

⃝ジュウニヒトエ⃝
シソ科

　浜松市からは、
出世大名家康くんと出世
法師直虎ちゃんが登場

　県内外から30のご当地キャラク
ターが集合。写真を撮ったり、グッ
ズを買ったり、個性豊かなキャラク
ターたちとの触れ合いを楽しもう。
問観光振興課☎︎225-2448

　数々のご当地
キャラクターソ
ングを手掛ける
神崎さんがゲス
ト出演。重大発
表があるかも…。

　県内外のご当地グルメ28店舗が一
堂に会する食の祭典。あなたの一票
で人気ナンバーワンを決定しよう。
問商業にぎわい課☎︎225-2840

　食べておいしい、見て楽しい、
絶品スイーツが大集結。どれを食
べても笑顔がこぼれること間違い
なし。
問商業にぎわい課☎︎225-2840

　普段なかなか食べられない食やなかなか会えな
いキャラクターとの触れ合いが楽しめる２日間。
ご家族やお友達と、ぜひご来場ください。

かなキャラ大集合！

おいしい！たのしい！

4月22日土・23日日
毎年大人気の

ヨロイヅカファーム
が今年も登場

あつぎスイーツランド

かながわグルメフェスタ

神崎隆広さん

自由が丘の人気店
マジドゥショコラが
ゲスト出店

厚木中央公園

厚木公園

厚木中央公園

22万5132人（前月比283人減）男11万6252人・女10万8880人 9万6732世帯（前月比141世帯減）
（３月１日現在）


